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1 章  章 末 問 題 解 答  

1 . (1 )  ◯  
( 2 )  ×  
( 3 )  ×  
( 4 )  ×  
( 5 )  ×  
( 6 )  ◯  
( 7 )  ×  
( 8 )  ◯  
( 9 )  ×  

( 10 )  ×  
2 . (1 )  グ リ シ ン  

( 2 )  イ ソ ロ イ シ ン， トレ オ ニ ン  
( 3 )  ロ イ シ ン と イソ ロイ シ ン  
( 4 )  セ リ ン ， ト レオ ニン ， チ ロシ ン  
( 5 )  ト リ プ ト フ ァン  
( 6 )  ヒ ス チ ジ ン  
( 7 )  フ ェ ニ ル ア ラニ ン， チ ロ シン ， ト リ プト フ ァ ン  
( 8 )  シ ス テ イ ン ，メ チオ ニ ン  
( 9 )  プ ロ リ ン  

( 10 )  メ チ オ ニン  
3 .  弱 酸 が 5 0%電 離 した と きの pH  
4 .  (2 . 1 9+ 4 .25 ) /2= 3 .2 2  
5 .  不 斉 炭 素 原 子を もち ， 互 いに 重 ね 合 わせ る こ との で き な い化 合 物 どう し の こ と  

を 光 学 異 性体 と よ ぶ 。 光 学 異 性体 の 間 で は 旋 光 性 （偏 光 面 を 回転 さ せ る性 質 ）  
が 逆 に な る。 ア ミ ノ 酸の 場 合 、α 炭 素 に よる 光 学 異性 体 を D -体 お よび L -体 と し  
て 区 別 す る。  

6 .  一 次 構 造 ： アミ ノ酸 配 列 ，二 次 構 造 ：ら せ ん 状や シ ー ト 状の 構 造 ， 三 次 構  
造 ： 二 次 構造 が 組 み 合わ さ れ た タ ン パ ク 質 1 分 子 中の 立 体 構 造， 四 次 構造 ：  
複数 の タ ンパ ク 質 分 子が 会 合 した 構 造  

7 .  α ヘ ッ リ ク ス： ペプ チ ド 結合 の カ ル ボニ ル 基 酸素 と 4 残 基先 の ペ プチ ド 結 合  
の ア ミ ド 基水 素 が 水 素結 合 を 形成 し て 安 定化 し た 右巻 き の ら せん 構 造 。 β 構  
造： ほ ぼ の び き っ た ポリ ペ プ チド 鎖 に よ るβ ス ト ラン ド と 折 れ曲 が り 構造 で  
あ る β タ ーン が あ る 。 β タ ー ンに よ り 複 数の β ス トラ ン ド が 並列 し て 水素 結  
合 に よ り 安定 化 し た 構造 が β シー ト で あ る。  

8 .  主 鎖 の 間 で 多数 の 水 素 結 合を 形 成 す るた め 。  
9 .  タ ン パ ク 質 内 あ るい は タ ンパ ク 質 間 を架 橋 し 、 構 造 を 安 定 化 さ せ るこ と で 、  

そ の タ ン パク 質 固 有 の立 体 構 造 の 維 持 を 助け る 。  
10 .  タ ン パ ク 質 が 安 定に 構 造 形成 で き る 大き さ に は ， 一 般 的 に限 界 が ある 。 よ り  
 複 雑 な 機 能 を も つ タン パ ク 質 を 生 み 出 すに は ， 単機 能 で 小 さな タ ン パク 質 を 複  

数集 め て 複合 体 を 形 成す る ほ うが 進 化 の うえ で 有 利で あ っ た と考 え ら れ る 。  
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2 章  章 末 問 題 解 答  

1 .  

(1 )  ◯  
( 2 )  ×  
( 3 )  ×  
( 4 )  ◯  
( 5 )  ×  
( 6 )  ×  
( 7 )  ×  
( 8 )  ◯  
( 9 )  ×  
( 1 0 )  ×  

2 .  酸化 還 元 酵 素 （ オ キ シド レ ダ クタ ー ゼ ）  
 転 移 酵 素 （ ト ラ ン スフ ェ ラ ーゼ ）  
 加 水 分 解 酵 素 （ ヒ ドロ ラ ー ゼ）  
 除 去 付 加 酵 素 （ リ アー ゼ ）  
 異 性 化 酵 素 （ イ ソ メラ ー ゼ ）  
 合 成 酵 素 （ リ ガ ー ゼ）  
3 .  逸 脱 酵 素 と は、あ る特 定 の 細胞 や 組 織 で働 い て いる 酵 素 が なん ら か の理 由 で 流 出し た

もの で あ る 。酵 素の 流出 が 組 織障 害 や 疾 患と 関 連 する た め、臨床 検 査 の一 環 と し て利

用さ れ る 。  
4 .  同 一 個 体 中 にあ って 、 同 じ化 学 反 応 を触 媒 す る、 構 造 の 異な る 酵 素の こ と 。  
5 .  2 -3 -3 を 参 照 。  
6 .  縦軸 に 1 /  v 0  ，横軸 に 1 / [S ]を プ ロ ット する と 傾 きが K m / V m a x の 直 線 に な る。この とき ，

縦 軸 ， 横 軸 の 切 片 は そ れ ぞ れ 1 /  V m a x お よ び -1 /K m と な る 。 そ れ を 利 用 す る と

K m = 6 .4 ( mM )，と V m a x = 0 .08 5 ( mM / mi n )と 求め ら れ る。  
7 .  酵 素 の 基 質 は ，反 応 後 に 酵 素か ら 遊 離 する 必 要 があ る が ，酵素 と 基 質の 親 和 性 が高 す

ぎる と ，基 質 が 酵素 から 遊 離 しに く い。その た め ，つ ぎ の基 質が 結 合 する こ と が でき

なく な る た め 阻 害 剤 とし て 働 くこ と に な る。  
8 .  キ モ ト リ プ シン の活 性 セ リン 残 基 は ，ほ か の セ リ ン残 基 とは 異 な り ，近接 す るヒ ス チ

ジン の 影 響 で ヒ ド ロ キシ 基 の 求核 性 が 高 まっ て い る。こ の求 核性 の た め，活 性セ リン

残基 の ヒ ド ロ キ シ 基 は基 質 お よび D FP を結 合 す る。基質 は 酵素 か ら 遊離 す る。しか し ，

D FP は 活 性 セ リン 残 基の ヒ ド ロ キ シ 基 と 共有 結 合 を形 成 し ，酵素 の 活 性部 位 を 不 可逆

的に ふ さ ぐ た め ， 酵 素活 性 を 阻害 し て し まう 。  
9 .  見 か け の K m 値 は 増大 す る 。 V m a x 値 は 変わ ら な い。 基 質 濃 度を 上 げ ると ， 活 性 部位 が

基質 で 満 た さ れ る よ うに な り ，阻 害 作 用 が減 少 す る。  
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3 章  章 末 問 題 解 答  

1 . (1 )  ○  
 ( 2 )  ×  
 ( 3 )  ×  
 ( 4 )  ○  
 ( 5 )  ○  
 ( 6 )  ○  
2 .  1 位 の 立 体 配置 の み が異 な る 立体 異 性 体 をア ノ マ ーと よ ぶ。α -D -グ ル コ ー ス と β -D -グ

ル コ ー ス は 互 い に ア ノマ ー で ある（図 3 - 4）。1 つ の 不斉 炭 素 原子 の 立 体配 置 の み が異

な る 糖 を エ ピ マ ー と よぶ 。 D -グ ル コ ース に対 し て D -ガ ラ ク トー ス は 4 位 の 立 体 配置

が 異 な る エ ピ マ ー で あり 、 D -マ ン ノ ース は 2 位 の エピ マ ー で ある （ 図 3 -6）。  
3 .  六炭 糖 （ ヘ キ ソ ー ス ）の ア ル ドー ス の 例 ： D -グ ル コー ス （構 造式 は 図 3 -2 を 参照 ）。

六 炭 糖 （ ヘ キ ソ ー ス ）の ケ ト ース の 例 ： D -フ ル ク トー ス （構 造式 は 図 3 -3 を参 照 ）。  
4 .  トリ ア シ ル グ リ セ ロ ール は 、グ リセ リン 1 分 子と 脂 肪酸 3 分 子か ら 水が 3 分 子 と れて

エ ス テ ル 結 合 し た 化 合物 で あ る（ 図 3 -11）。 主 にエ ネ ル ギー 貯蔵 物 質 とし て の 役 割を

担う 。  
グリ セ ロ リ ン 脂 質 は 、グ リセ ロ ー ルの 1 位と 2 位 に脂 肪 酸 が エス テ ル 結合 し 、 3 位に

リ ン 酸 が 結 合 し 、さ らに そ の リン 酸 基 に コリ ン 、セリ ン 、エ タノ ー ル アミ ン な ど の極

性 基 が 結 合 し た も の であ る （ 図 3 -1 2）。 生体 膜 の 主要 な 成 分 で、 ホ ス ファ チ ジ ル イノ

シ ト ー ル の よ う に シ グナ ル 伝 達に 関 わ る もの も あ る。  
5 .  ステ ロ イ ド の 基 本 骨 格 は A・ B・ C 環 と よば れ る 3 つ の 六 員 環、 D 環 と よば れ る 1 つ

の 五 員 環 か ら な る （ 図 3 -1 6）。 コレ ス テ ロー ル は 生体 膜 の 構 成成 分 で ある 。 テ ス トス

テ ロ ン や エ ス ト ラ ジ オー ル な どは 性 ホ ル モン と し て働 く 。  
6 .  ヌク レ オ チ ド に 含 ま れる 糖（ リボ ー ス ）の 3 ’位 の ヒド ロ キ シ 基が リ ン 酸基 と エ ス テル

結 合 を 作 っ て い る 。この リ ン 酸基 が 隣 の ヌク レ オ チド の 糖 5 ’位ヒ ド ロ キシ 基 に 結 合し

て 、 リ ン 酸 ジ エ ス テ ル結 合 を 形成 し て 、 D N A 鎖を 作 って い る（ 図 3 -19）。 D N A の末

端 は 、 リ ボ ー スの 5 ’位ま た は 3 ’位 の ど ち らで あ る かに より 5 ’末端 ま たは 3 ’末 端 とよ

ば れ 、 こ れ に よ り D N A の方 向性 が 表さ れる 。  
7 .  D N A の 主 な 役 割 は 、 遺 伝 情 報 の 保 存 で あ る 。 二 重 ら せ ん 構 造 を と り 、 同 じ 塩 基 配 列

をも つ D N A が複 製 され る。R N A は、D N A の塩 基配 列 情 報か ら特 定 の アミ ノ 酸 配 列を

も つ タ ン パ ク 質 を 作 り出 す 転 写・翻 訳 に 主な 機 能 があ る 。こ れら の 過 程で は 、mR N A、

rR N A、 tR N A が 働く 。  
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4 章  章 末 問 題 解 答  

1． (1 )×  (2 )○   (3 )○   (4 )×  
2． (1 )×  (2 )○   (3 )×  (4 )×  
3． (1 )○   (2 )○   (3 )×  (4 )×   
4． (1 )×  (2 )×  (3 )×  (4 )○   
5． ア ミ ノ 酸 の 中 で ，脱 ア ミ ノさ れ た あ と糖 新 生 の経 路 に 入 りグ ル コ ース を 生 成 する 。

こ の よ う な ア ミ ノ 酸 を糖 原 性 アミ ノ 酸 と よび ， ロ イシ ン と リ ジン 以 外 がこ れ に 属 す

る 。 ま た ， ア セ チ ル CoA や アセ ト 酢 酸 に変 化 す るも の は ， 肝臓 で ケ トン 体 を 生 成す

る 。 こ の よ う な ア ミ ノ酸 を ケ ト原 性 ア ミ ノ酸 と い う。  

6． グ リ コ ー ゲ ン 分 解 に よ る グ ル コ ー ス の 供 給 は 約 １ 日 分 の エ ネ ル ギ ー し か な い 。 そ こ

で ， 飢 餓 状 態 で も 血 中 グ ル コ ー ス 濃 度 が 低 下 し な い よ う に ， 乳 酸 ・ ア ミ ノ 酸 ・ グ リ

セ ロ ー ル な ど の 糖 質 以 外 の 材 料 か ら グ ル コ ー ス を 生 成 す る 糖 新 生 と い う 代 謝 経 路 が

存在 す る 。  
7． 脂 肪 酸 代 謝 に お い ては ， 脂 肪 酸が ま ず アシ ル C oA（ 炭 素 数： n） に 変 換さ れ てか ら ，

その β 位 の 炭 素 が 酸 化さ れ ， 炭素 数 が ２ つ短 く な った ア シ ル CoA（ 炭 素 数： n-2） を

生 成 す る た め 、 β 酸 化と 呼 ば れる 。  

8． ア ミ ノ 酸 の 分解 反応 は 以 下の 順 に ３ 段階 で 進 む  

   ① 脱 ア ミ ノ 反 応  

   ② 脱 ア ミ ノ 反 応に よ っ て生 じ た ア ンモ ニ ア を代 謝 す る 尿素 回 路  

   ③ 残 っ た 炭 素 骨格 の 代 謝  

   ま ず ， ア ミ ノ ト ラ ン ス フ ェ ラ ー ゼ の 作 用 に よ り ， ア ミ ノ 酸 か ら α 位 の ア ミ ノ 基

（ -NH 2） が 脱 離す る 。 脱 離 し たア ミ ノ 基 が 2-オ キ ソ グ ル タ ル 酸 に 転 移さ れ た 結 果 ，

ア ミ ノ 酸 の 一 種 で あ る グ ル タ ミ ン 酸 を 生 成 す る 。 生 成 し た グ ル タ ミ ン 酸 は ， グ ル タ

ミ ン 酸 脱 水 素 酵 素 に より 酸 化 的脱 ア ミ ノ 反応 を 受 け， ア ン モ ニア を 遊 離し て 2-オキ

ソ グ ル タ ル 酸 に 戻 り 再 利 用 さ れ る 。 生 じ た ア ン モ ニ ア 分 子 は 尿 素 回 路 に よ っ て 無 毒

化 さ れ 、 尿 素 と な る 。 最 後 に ， 残 っ た 炭 素 骨 格 が ， 固 有 の 反 応 経 路 に よ り ク エ ン 酸

回 路 で 利 用 さ れ る 物 質に 変 換 され る 。  

9．メ ー プ ル シ ロッ プ尿 症 と いう 病 気 で は 、分 岐 鎖ア ミ ノ 酸 の分 解 が 正常 に 行 わ れな い 。

患 者 の 尿 が メ ー プ ル シ ロ ッ プ の 臭 い が す る こ と か ら こ の 病 名 が つ け ら れ ， 重 症 な 状

態 を 放 置 す る と 死 亡 す る こ と も あ る 。 ま た ， フ ェ ニ ル ケ ト ン 尿 症 で は ， フ ェ ニ ル ア

ラ ニ ン を チ ロ シ ン へ 変 換 す る 酵 素 が 欠 損 し て い る た め ， フ ェ ニ ル ア ラ ニ ン が 正 常 に

代 謝 さ れ ず ， 血 中 で 増加 す る 。い ず れ の 場合 も 生 体に 対 し て 様々 な 症 状が 起 こ る 。  
10． ま ず ， リ ボ ー ス 5 -リ ン 酸 から 5 -ホス ホ リ ボシ ル 1α -二 リ ン 酸（ PRPP） が生 じ る。

生 成 し た PRPP を 土台 と し て， 多 段 階 の反 応 を 経て イ ノ シ ン酸 と な った 後 ， プ リン

ヌ ク レ オ チ ド の 構 造 が組 み 立 てら れ て い く。  
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5 章  章 末 問 題 解 答  

1 .   
(1 )  ○  
(2 )  ×  
(3 )  ×  
(4 )  ○  
(5 )  ×  
(6 )  ○  
(7 )  ○  
(8 )  ×  
(9 )  ×  
(10 )  ×  

2 .  5 -1 -2 参 照。① 微生 物 が作 る 低 分子 量 物 質：発 酵 とよ ば れ る物 質代 謝 反 応を 利 用 し て、

比較 的 大 量 に 得 ら れ る 。エ タ ノー ル 、ア ミノ 酸 や 抗生 物 質 が 例と し て 挙げ ら れ る 。②

微生 物 が 作 る 酵 素 類：微 生 物が 自 身の 代 謝の た め にも っ て い る酵 素 で あり 、細 胞 内に

比較 的 多 く 含 ま れ る 。プ ロ テア ー ゼや ア ミラ ー ゼ など が 例 と して 挙 げ られ 、食 品 や生

活用 品 の 製 造 に 利 用 され て い る。③ バ イ オ医 薬 品：遺 伝 子 組 換え 法 に より 微 生 物・培

養細 胞 に 生 産 さ せ た 希少 な タ ンパ ク 質 類 。例え ば 、抗体 や ホ ルモ ン な どで あ り 、おも

に医 薬 品 と し て 人 体 に投 与 さ れる 。  
3 .  5 -1 -5 参 照 。タ ン パ ク質 は 変 性や 分 解 を 受け や す いの で 、 低 温下 に 置 き、 緩 衝 液 を利

用し て 安 定 に 存 在 し うる pH を保 ち 、酸 化防 止 剤 やプ ロ テ ア ーゼ 阻 害 剤を 添 加 し て保

護 す る な ど と い っ た 工夫 を す る。  
4 .  5 -1 -7 参 照 。粒 子 の 大き さ に よる 細 胞 抽 出液 か ら のオ ル ガ ネ ラ、 細 胞 膜、 細 胞 質 成分

への 分 画 や 、 タ ン パ ク質 や 核 酸の 沈 殿 分 離の た め に用 い る 。  
5 .  5 -1 -7 欄 外 [14 ] [15 ] [1 6 ]参 照。  
6 .  5 -2 -2、 5 -4 -2 参 照 。親水 性 高 分子 ゲ ル の 内部 な ど に形 成 さ れ た網 目 構 造を タ ン パ ク質

や 核 酸 な ど の 高 分 子 が通 過 す る際 に 、分 子の 大 き さに 応 じ て 通過 速 度 の差 が 生 じ る 現

象 を 分 子 ふ る い 効 果 とよ ぶ 。こ の 原理 に 基づ い た 分離 法 の 例 とし て 、ゲ ル 電気 泳 動と

ゲ ル ろ 過 ク ロ マ ト グ ラフ ィ ー が挙 げ ら れ る。  
7 .  5 -2 -3 参 照 。タン パ ク質 の 疎 水性 部 分 を S D S が 覆 うこ と で 、タン パ ク 質の 立 体構 造 を

直 鎖 状 に ほ ど い て 溶 解度 を 高 め、 か つ 全 体に 均 一 な負 電 荷 を もた せ る 。  
8 .  5 -2 -5 参 照。電 気 泳 動で ゲ ル 中に 分 離 さ れた D N A や タン パ ク質 を 、泳動 像 その まま に

丈 夫 な フ ィ ル タ ー 膜 に写 し 取 る操 作 の こ と。こ れに よ り、さ らな る 分 析に 供 す る こと

が で き る 。 D N A を 対象 と し たも の を サ ザン ブ ロ ッテ ィ ン グ 、 R N A を 対 象 とし たも の

を ノ ザ ン ブ ロ ッ テ ィ ン グ 、タ ン パク 質 を 対象 と し たも の を ウ ェス タ ン ブロ ッ テ ィ ング

と よ ぶ 。  
9 .  5 -4 -2 参 照 。カ ラ ム 中を 移 動 する 分 子 が 、多 孔 質 の担 体 微 粒 子の 表 面 の細 孔 （ ポ ア）

に 出 入 り す る 頻 度 の 差 に よ り 、 移 動 速 度 が 異 な る こ と を 分 離 原 理 と す る 。 す な わ ち、

5 



「生体高分子の基礎 はじめてのバイオ分子化学」章末問題の解答 
2014/11 

大 き な 分 子 は 細 孔 に 入れ な い ため 移 動 距 離が 短 く、カ ラム 中 を速 く 移 動す る。小 さな

分 子 は 細 孔 の す み ず みま で 行 きわ た る た め移 動 距 離が 長 く 、カラ ム 中 を遅 く 移 動 する 。

し た が っ て 、 サ イ ズ の大 き な 分子 ほ ど 早 くカ ラ ム から 溶 出 す る。  
10 .  5 -4 -3 参 照 。タ ン パ ク質 は 、 等電 点 を 境 とし て 酸 性で 正 電 荷 、ア ル カ リ性 で 負 電 荷を

もつ 。し た が っ て 、等電 点 よ り酸 性 で は 陽イ オ ン 交換 担 体 に 吸着 し 、逆に ア ル カ リ性

で は 陰 イ オ ン 交 換 体 に吸 着 す る。  
11 .  5 -4 -4、 5 -4 -5 参照 。疎水 性 ク ロマ ト グ ラ フィ ー と 逆相 ク ロ マ トグ ラ フ ィー は 、い ずれ

も 疎 水 性 の 大 き な 分 子ほ ど 強 く吸 着 す る 。疎 水 性ク ロ マト グ ラフ ィ ー では 、ゲ ル 担体

に 導 入 さ れ た 疎 水 性 リガ ン ド の密 度 が 低 く 、塩 濃 度 によ り 吸 着の 強 さ を調 整 す る ため 、

タ ン パ ク 質 を 失 活 さ せな い 温 和な 条 件 で 分離 で き る。一方 、逆相 ク ロ マト グ ラ フ ィ ー

で は 、担 体 に 導入 さ れた 疎 水 性基 が 密 に 導入 さ れ てお り、有 機溶 媒 の 混合 比 で 吸 着を

調 節 す る 。逆 相 ク ロ マト グ ラ フィ ー の 分 離条 件 で は、タ ン パ ク質 が 変 性す る た め 、タ

ン パ ク 質 の 分 離 に は 適さ な い 。低 分 子 量 の有 機 化 合物 の 分 離 が対 象 と なる 。  
12 .  5 -4 -6 参 照 。生 体 分 子間 に 働 く分 子 認 識 （親 和 性 ：ア フ ィ ニ ティ ー ） を利 用 し て 分離

する ク ロ マ ト グ ラ フ ィー の こ と。ア フ ィ ニテ ィ ー には 抗 体 と 抗原 、酵 素と 基 質 、レク

チン と 糖 鎖 、受 容 体 とホ ル モ ンな ど の 組 み合 わ せ が挙 げ ら れ る 。例 え ば 、細 菌 の 産生

する タ ン パ ク 質 の 一 種で あ る プロ テ イ ン A は 抗 体に 高 い アフ ィ ニ ティ ー を も つ 。 そ

こ で 、 プ ロ テ イ ン A を表 面 に固 定 し た 担体 は 、 血清 中 の 抗 体の 精 製 にし ば し ば 用い

ら れ る 。  
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6 章  章 末 問 題 解 答  

1 .  (1 )  ×   
 ( 2 )  ×   
 ( 3 )  ○  
 ( 4 )  ○  
 ( 5 )  ×   
 ( 6 )  ×   
 ( 7 )  ○   
 ( 8 )  ○   
 ( 9 )  ○   
 ( 1 0 )  ○  
2 .  ま ず デ ン プ ンに α -ア ミ ラ ーゼ を 作 用 させ ，デ キス ト リ ン にす る 。次い で デ キ スト リ ン

にグ ル コ アミ ラ ー ゼ を 作 用 さ せ ， 非 還 元 末 端 か ら グ ル コ ー ス を 遊 離 さ せ る （ 図 6 - 6）。 
3 .  転 化 糖 は ，ス ク ロ ー ス に イ ンベ ル タ ー ゼを 作 用 させ ，グ ル コー ス と フル ク ト ー スの 混

合物 に し た も の で あ る（図 6 -8）。同 量の スク ロ ー スと 同 等 あ るい は そ れ以 上 の 甘 さが

ある 。異 性 化 糖 は，グル コ ー スに グ ル コ ース イ ソ メラ ー ゼ を 作用 さ せ た，グ ルコ ース

とフ ル ク ト ー ス の 混 合物 の こ とで あ る（ 図 6 -9）。フ ル ク トー スが 50%以 下 のも の はブ

ドウ 糖 果 糖 液 糖 ， フ ルク ト ー ス含 量 が 5 0%以上 の も のは 果 糖ブ ド ウ 糖液 糖 と い う。  
4 .  糊 化 デ ン プ ンか らデ ン プ ンの 結 晶 に 入り 込 ん だ水 が 分 離 し，元 の デン プ ン に 近い 密 な

構 造 に な る こ と を デ ン プ ン の 老 化 と い う （ 図 6 -19）。 冷 や ご 飯 や 古 い パ ン の よ う にパ

サパ サ 固 く な っ た 状 態で あ る 。糊 化 デン プン を 高 温の ま ま 乾 燥し た り ，急 速 に冷 凍し

たり ，ト レ ハ ロ ース を添 加 す るこ と で 幾 分デ ン プ ンの 老 化 が 抑え ら れ る。デ ンプ ンを

修飾 し た 加 工 デ ン プ ンを 用 い るこ と で も 老化 を 抑 えら れ る 。  
5 .  LM ペ ク チ ンの ガ ラク ツ ロ ン酸 の カ ル ボキ シ 基 やヒ ド ロ キ シ基 が 牛 乳の カ ル シ ウム イ

オン と 複 数 の 配 位 結 合を 形 成 し，エ ッグ ボッ ク ス モデ ル と よ ばれ る 構 造を 作 る と ゲル

化す る （ 図 6 -21）。  
6 .  紙 着 色 の 原 因に なる の は リグ ニ ン で ある 。リ グニ ン が 結 合し て い るこ と が 多 いキ シ ラ

ンを 分 解 す る キ シ ラ ナー ゼ を 作用 さ せ，リグ ニ ン をパ ル プ か ら遊 離 さ せる こ と で 紙着

色を 解 消 す る 。  
7 .  デ ン プ ン に アミ ラー ゼ と グル コ ア ミ ラー ゼ を 作用 さ せ 糖 化し ，生 成し た グ ル コー ス を

酵 母 に よ る 発 酵 で エ タ ノ ー ル に す る （ 図 6 -35）。 得 ら れ た エ タ ノ ー ル 溶 液 を 蒸 留 する

こと で バ イ オ エ タ ノ ール を 得 る。セ ルロ ース は 強 固な 構 造 を して い る ため ，簡単 に糖

化が で き ず ，糖 化に コス ト が かか る た め ，セ ル ロ ース を 原料 とす る バ イオ エ タ ノ ール

生産 は あ ま り 行 わ れ てい な い 。  
8 .  植 物 油 ，動 物 油 脂 ，廃 食用 油 な どの ト リア シ ル グリ セ ロ ー ルを 酸 あ るい は ア ル カリ 触

媒ま た は リ パ ー ゼ に より ，メ タノ ー ルと のエ ス テ ル交 換 反 応 を行 い ，脂肪 酸 メチ ルエ
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ステ ル （ バ イ オ デ ィ ーゼ ル ） に変 換 す る （図 6 -36）。  
9 .ア セ チ ル サ リ チ ル 酸 は ， 炎 症 ・ 発 熱 作 用 を も つ プ ロ ス タ グ ラ ン ジ ン H 2 の 合 成 酵 素 の

530 番 目 の セ リン 残 基を 特 異 的に ア セ チ ル化 す る こと で 酵 素 を失 活 さ せる （ 図 6 - 39）。
プ ロ ス タ グ ラ ン ジ ン H 2 の 合 成 を 抑 制 す るこ と で ， 抗 炎症 作 用・ 解 熱 作 用 を引 き 起こ

す。  
1 0 .  ペ ニ シ リ ン は ， 細 菌 細 胞 壁 ペ プ チ ド グ リ カ ン の ペ プ チ ド 架 橋 の 形 成 に 関 わ る ペ プ チ

ド 転 移 酵 素 の セ リ ン 残 基 を 不 可 逆 に 修 飾 し て ， 酵 素 を 失 活 さ せ る （図 6 -40）。 こ の作

用に よ り 抗 生 物 質 と して は た らく 。  
11 .  タ ミ フ ル や リレ ンザ （ 図 6 -4 5）は イ ンフ ル エ ンザ ウ イ ル スの ノ イ ラミ ニ ダ ー ゼの 阻

害剤 で あ る 。イ ンフ ルエ ン ザ ウイ ル ス が 宿主 で 増 幅し た の ち ，宿 主 か ら離 れ るの に必

要な ノ イ ラ ミ ニ ダ ー ゼの は た らき を 抑 え る。こ れに よ り イン フル エ ン ザ感 染 の 拡 大を

防ぐ 。  
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